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［特別企画］

注目の給食インフラ──その新潮流

刈谷豊田総合病院（愛知県刈谷市）は、２０１４年１０月に「新２棟」をオープン。
各種最新機器導入や健診センターのリニューアル、NICU新設等、機能を大幅に充実させた（詳しくは巻頭グラビア頁）。
外来入口の前で井本正巳病院長㊨と馬場理好事務部長

手術室の質を最新ITで格段に高める
手技の高度化への対応、効率化追求、安全の担保──さまざまな要件から手術室のIT化が進められている。その現況と効果を探ってみた
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―
―
病
院
の
沿
革
お
よ
び
診
療
の
特
徴
か
ら
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
１
９
６
３
年
の
開
院
当
初
か
ら
企
業
と

市
を
経
営
母
体
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
刈

谷
市
と
高
浜
市
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
８
社
が
経
営

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
民
間
的
手
法
で
経

営
さ
れ
る
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
り
、
急
性
期
医

療
を
中
心
に
し
て
い
る
一
方
で
、
地
域
に
必
要
な

不
採
算
部
門
も
担
う
総
合
病
院
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

　

直
近
10
数
年
は
、
急
性
期
病
院
に
お
け
る
「
全

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
病
院
」
へ
の
成
長
を
目
標
に

掲
げ
、診
療
の
機
能
強
化
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
目
標
達
成
に
不
可
欠
と
い
え
る
最
新
医
療
機

器
や
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
は
、
理
事
長
は
じ
め

経
営
陣
の
設
備
投
資
に
対
す
る
理
解
と
後
押
し
が

あ
り
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
結
果
、
急
性
期
医
療
の
診
療
実
績
を
想

定
以
上
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例

え
ば
近
年
の
年
間
救
急
車
受
入
件
数
は
21
世
紀
初

頭
か
ら
約
１・
７
倍
に
増
え
て
お
り
、
約

９
０
０
０
件
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
愛
知

県
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
績
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

―
―
病
院
改
革
と
同
時
期
、
救
急
部
門
以
外
に
も

建
物
を
い
く
つ
も
全
面
改
修
・
新
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
目
的
と
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
病
棟
の
建
設
は
、
開
業
以
来
使
っ
て
き
た
旧

病
棟
の
老
朽
化
が
主
な
理
由
で
し
た
が
、
新
診
療

棟
お
よ
び
中
央
棟
は
診
療
の
機
能
強
化
が
主
目
的

で
す
。
特
に
中
央
棟
は
、
件
数
が
急
増
す
る
手
術

室
を
拡
充
す
る
た
め
に
新
設
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
あ
り
ま
す
。

　

手
術
室
は
「
20
年
、
30
年
先
も
機
能
が
色
褪
せ

な
い
」
こ
と
を
目
標
に
、
腹
腔
鏡
手
術
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
部
屋
や
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
を
造
る
な

ど
、
最
新
の
仕
様
と
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
映
像

監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
手
術
室
階
の
１
室
で

術
中
監
視
を
行
う
こ
と
で
安
全
性
を
高
め
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
監
視
室
は
、
大
震
災

な
ど
に
お
い
て
は
被
災
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
や
院
内

処
置
な
ど
を
統
合
管
理
す
る
災
害
対
策
本
部
と
し

て
機
能
し
ま
す
。
こ
れ
も
中
央
棟
の
特
徴
の
１
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
床
と
直
接
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

中
央
棟
１
階
に
設
置
し
た
中
央
物
流
セ
ン
タ
ー

は
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
企
業
の
物
品
管
理
を
応
用

し
た
部
門
で
す
。
民
間
企
業
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

こ
の
よ
う
な
形
で
運
営
に
生
か
せ
る
点
も
、
企
業

病
院
な
ら
で
は
の
強
み
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

―
―
昨
年
完
成
し
た
「
新
２
棟
」
建
設
の
目
的
お

よ
び
概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

建
設
目
的
は
主
に
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は「
従

来
手
薄
だ
っ
た
医
療
の
補
完
」、も
う
１
つ
は
「
今

後
柱
と
す
る
医
療
の
強
化
」
で
す
。

　

具
体
的
に
説
明
し
ま
す
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｇ
Ｃ

Ｕ
を
備
え
た
小
児
病
棟
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児

治
療
へ
の
本
格
的
な
取
り
組
み
が
目
的
で
あ
り
、

当
院
が
従
来
対
応
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
を

補
完
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
将
来
的
に
は
地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
認
定
取
得
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、
今
後
も
診
療
の
柱
の
１
つ

と
な
る
が
ん
医
療
の
近
代
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
フ
ロ
ア
で
す
。終
生
期
患
者
の
尊
厳
を
守
り
、

家
族
宿
泊
が
可
能
な
全
室
個
室
の
ゆ
っ
た
り
し
た

病
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
セ
ン
タ
ー
、
つ
ま
り
予
防
医
療
は
今
後
も

力
を
入
れ
て
い
く
分
野
で
す
。
２
フ
ロ
ア
構
成
と

し
た
理
由
は
、
受
診
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
目
的
で
す
。
当
院
の
受
診
者
数
は

１
９
９
０
年
の
セ
ン
タ
ー
開
設
時
か
ら
２
倍
以
上

に
増
え
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
男
女
分
離
を
望
む
女
性
受
診
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
、
健
診
ス
ペ
ー
ス
の

拡
張
は
必
須
だ
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
下
に
あ
る
放
射
線
エ
リ
ア
へ
の
画
像

診
断
装
置
の
新
導
入
に
も
、
健
診
受
診
者
へ
の
配

慮
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
当
院
は
複
数
分
散

型
の
建
物
構
成
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
放
射
線
部

門
が
３
つ
の
棟
に
散
在
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、

健
診
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
検
査
を
、
検
査
着

姿
の
ま
ま
他
棟
に
移
動
せ
ず
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

な
お
、
新
２
棟
完
成
に
よ
り
、
こ
の
十
数
年
続

最新機器と新機能を備えた病棟を新設。
地域の中核病院としての実力を高めて、
市民と会社従業員・家族の健康を守る
1962年創設の刈谷豊田総合病院は、半世紀以上市民病院的病院として地域への医療に貢献してきた。
同院は、2003年の新診療棟の開棟以降、病院機能の拡充を図るために建物の改修・新築を順次推し進めてきた。
そして2014年10月、NICUや緩和ケア病棟、エリアを拡充した健診センターを中心とする「新２棟」がオープン。
同棟には、最新型 64 列CTや３T MRI等、高性能医療機器が多数導入され、診療レベルの向上に高い期待が寄せられている。
同院の診療の現況と、新２棟開設による新たな医療展開について、井本正巳病院長らキーパーソンに話を聞いた。

医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院愛知県

◉
医
療
法
人
豊
田
会 

刈
谷
豊
田
総
合
病
院

井本正巳（いもと・まさみ）氏
愛知県生まれ。1976 年名古屋大学医学部卒。名古屋大学、藤
田保健衛生大学を経て、1998 年に刈谷豊田総合病院に入職。
2000年同院副院長、2012年より同院病院長

2014年10月にオープンした新2棟。免震構造による地上8階、
地下１階建て、延床面積 12,762㎡。1、2階は従来の 3倍の広
さに拡張した健診センター、3階には 37 床の小児病棟と
NICU、4～ 6階には個室病床 76床、7階には緩和ケア病棟
20床を設置し、医療機能の更なる充実を目指している

柱
と
す
る
医
療
進
展
の
た
め
に

２
棟
の
建
物
を
全
面
的
に
改
修
。

医
療
機
器
も
拡
充
さ
せ
て
配
備
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刈
谷
豊
田
総
合
病
院
の
放
射
線
科
に
は
、
専
門

医
５
名
を
含
む
８
名
の
画
像
診
断
医
、
放
射
線
治

療
専
門
医
１
名
の
計
９
名
の
常
勤
医
が
在
籍
す

る
。
こ
の
体
制
が
県
内
有
数
で
あ
る
こ
と
は
言
わ

ず
も
が
な
で
あ
る
。

　

モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
Ｃ
Ｔ
は
３
２
０
列
１
台
、
64

刈
谷
豊
田
総
合
病
院

放
射
線
科
統
括
部
長 

兼 

放
射
線
診
断
科
部
長

水
谷 

優
氏

放
射
線
治
療
科
部
長

太
田 

剛
志
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

――一般企業から刈谷豊田総合病院に赴任
された経緯についてお聞かせください。
　刈谷豊田総合病院は、刈谷市、高浜市な
らびにトヨタグループ８社により運営されて
いる医療機関です。私は豊田自動織機で営
業関連の仕事に従事していましたが、前理
事長の豊田芳年氏が同社会長であったこと
から、病院経営に企業の手法を取り入れる
ため、事務部長として赴任することとなりま
した。　
　当院は、医療と経営の分離を図っており、
医療は病院長をはじめとする医療スタッフ
が、経営は私を含めた事務方のスタッフが中
心となって差配している点が１つの特徴です。
豊田会の最高決定機関として理事会があり
ますが、当院からは病院長と私の２名が理
事として参加し、病院の新規計画や予算・
決算等の承認を受けて医療活動に取り組ん
でいます。
――医療業界に関する所感をビジネスマンの
視点からお聞かせください。
　一般のビジネス業界と異なり、独特な世
界ではありますね。トヨタグループでは、「改
善」は基本の１つですが、病院運営や経営
の「改善」に取り組むには、多少難しい面
が見られます。しかし、病院といえども経営
の視点から損益管理をするのは当然で、私
たち事務方の役割は、その点に「気づき」
を持ってもらうことと考えております。

――具体的には、どのようなことに取り組ん
でいるのでしょうか。
　まずは、物品管理の精度を高め、適正な
在庫を保つための取り組みとして、医材管理
から手を付けています。
　医療の世界では、医療材料の管理におい
て、いまだに紙での運用が多く、当院も例
外ではありませんでした。外の世界では、ペー
パーレスへの動きが当たり前になっています
が、医療の世界では、なかなか難しいのが
実状でした。そこで、ミスによる影響が比較
的小さい医材分野からデジタルピッキングシ
ステム導入にチャレンジしています。また、
医薬品をとってみても薬剤師が検品を行うな
ど、本来の医療業務とは関係ない仕事を行っ
ており、効率的ではありません。卸業者と協
力しながら、精度の高い物品管理体制を敷
き、ゆくゆくは医薬品等についても検品無し
納入ができるようにしていきます。
――病院経営面での改善にとって、何が課
題でしょうか。
　病院内部の情報システムは、電子カルテ
システムのように医療行為の転記に特化した
ものが普及していますが、損益判断する上で
必要なデータをタイムリーに取り込めないな
どの問題点があります。
　数年後、電子カルテシステムを更新する予
定ですが、新しいシステムでは経営判断する
データを確実に引き出せるようなシステムを

構築したいですね。
――新２棟に導入した、高額な医療機器の
経済的効果については、どのようにお考えで
しょうか。
　３テスラＭＲＩや新型のＣＴなど、高性能
な画像診断装置を導入することが病院の損
益にどのような効果を出しているか数値的に
判断できないのが現状です。しかし、これ
らの装置は病院として質の高い医療を提供
し、病院スタッフのモチベーションを高める
上で必要な投資だと理解しています。
――新しい健診センターについてはいかがで
しょうか。
　私自身は男性と女性を完全に分離したセ
ンターとしたかったのですが、医師ならびに
スタッフを揃えることが難しく、完成形の一
歩手前という状況です。予防医療の充実の
ために女性の健診を重視する方向性は間
違っていないと考えます。企業健診では、従
業員の配偶者の受診率は決して高くはあり
ません。女性が安心して受診できる環境を
整備することで、女性の受診率は確実に向
上するでしょう。
――豊田会の今後の展望についてお聞かせ
ください。
　企業が地域住民に向けて行うことができ
る社会貢献の中で、最も大きなものの一つ
は医療ではないでしょうか。この理念に基づ
いて設立されたのが医療法人豊田会ですが、
創設から半世紀が過ぎ、今後もできる限り
役割を果たしたいと考えています。
　具体的には、患者さんを第一に考えた施
設や高度な医療機器を揃え、医療の質を高
めることですね。このことに真摯に取り組ん
でいけば、多くの人々 に信頼感を与えること
ができ、それがひいては豊田会に対するイ
メージ向上につながると思います。
　もちろん、赤字が続くような経営はできま
せんが、医療と企業とを別の視点で捉え、
今後も積極的な投資を行っていきます。

井本正巳病院長とともに医療法人豊田会の
理事であり、病院の事務方トップとして
病院経営のかじ取り役を務める
同院事務部長の馬場理好氏に、
経営面での病院の取り組みと
新２棟建設後の展望についてインタビューした。

I n t e r v i e w

刈谷豊田総合病院
事務部長

馬場 理好氏に聞く

ばば ただよし

刈
谷
豊
田
総
合
病
院 

放
射
線
科

新
２
棟
地
下
に
３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、64
列
Ｃ
Ｔ
を
増
設
し
、リ
ニ
ア
ッ
ク
も
更
新
。

よ
り
高
度
、
か
つ
質
の
高
い
放
射
線
診
療
の
実
現
を
目
指
す

　

画
像
診
断
に
関
し
て
は
、
特
に
地
域
の
医
療
機

関
と
の
連
携
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
連

携
室
を
介
し
て
の
開
業
医
か
ら
の
委
託
検
査
は
Ｃ

Ｔ
が
年
間
２
４
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
２
１
０
０
件

と
レ
ポ
ー
ト
件
数
の
10
分
の
１
に
及
び
ま
す
。

　

救
急
搬
送
に
関
し
て
も
、
当
院
は
年
間

９
０
０
０
件
以
上
と
県
内
１
、２
位
を
争
う
ほ
ど

の
件
数
を
数
え
ま
す
。
救
急
医
療
の
分
野
で
も
画

像
診
断
の
有
用
性
は
病
院
内
で
認
識
さ
れ
て
お

り
、
放
射
線
科
で
は
、“
画
像
直
”
と
名
付
け
た

日
直
を
配
置
し
て
、
休
日
・
時
間
外
で
の
画
像
診

断
に
対
応
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
２
０
１
４
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
新
２
棟
の
１
階
、
２
階
に
新
し
い
健
診
セ
ン

タ
ー
を
設
け
、
予
防
医
療
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

放
射
線
科
で
も
、
新
２
棟
に
被
ば
く
低
減
技
術
を

列
３
台
を
含
め
計
６
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
３
Ｔ
１
台
、

１・５
Ｔ
３
台
の
計
４
台
、
Ｒ
Ｉ
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ

／
Ｃ
Ｔ
１
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
１
台
、
血
管
撮
影
装

置
３
台
な
ど
、
多
数
を
保
有
し
て
い
る
。
当
然
、

検
査
数
も
膨
大
な
も
の
で
あ
り
、
同
科
に
お
け
る

平
成
25
年
度
の
レ
ポ
ー
ト
件
数
は
全
体
で

８
万
３
０
０
０
件
を
超
え
る
。
そ
の
内
訳
は
Ｃ
Ｔ

が
４
万
８
０
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
２
万
件
、
Ｘ
線

単
純
撮
影
が
５
０
０
０
件
、Ｒ
Ｉ
が
１
３
０
０
件
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
が
２
０
０
０
件
を
数
え
、
放
射
線

治
療
も
年
間
約
３
０
０
名
の
新
規
患
者
が
来
院
す

る
。
放
射
線
科
の
特
徴
に
つ
い
て
、
同
科
統
括
部

長
の
水
谷 

優
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
、
日
本
医
学
放
射
線
学
会
専
門
医
総
合

修
練
機
関
、
日
本
核
医
学
会
専
門
医
教
育
病
院
、

日
本
Ｉ
Ｖ
Ｒ
学
会
専
門
医
修
練
施
設
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
全
て
の
認
定
を
受
け
て
い

る
の
は
、
愛
知
県
内
で
は
医
学
部
を
持
つ
名
古
屋

大
学
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
愛
知
医
科
大
学
、
藤

田
保
健
衛
生
大
学
の
４
大
学
以
外
で
は
当
院
の
み

で
す
。

　

さ
ら
に
Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
関
し
て
は
大
動
脈
瘤
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
の
指
導
医
が
常
勤
医
と
し
て
在
籍
す

る
な
ど
、
高
度
な
放
射
線
診
療
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
、
医
療
に
お
け
る
画
像
診
断

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
の
考
え
に
立

ち
、
研
修
医
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
必
ず
放
射
線

科
で
研
修
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
点
も
大
き

な
特
徴
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

搭
載
し
た
64
列
Ｃ
Ｔ
や
最
新
型
の
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
を
導
入
し
た
。
新
し
く
導
入
し
た
モ
ダ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
、
水
谷
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
し
く
導
入
し
た
64
列
Ｃ
Ｔ
『D

iscovery 
CT750 HD

（
Ｇ
Ｅ
）』
で
は
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
に
お
け

る
被
ば
く
線
量
を
従
来
の
10
分
の
１
に
ま
で
低
減

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
健
診
は
健
常

者
に
行
う
検
査
で
あ
る
た
め
、
単
純
Ｘ
線
撮
影
に

比
べ
て
被
ば
く
線
量
の
多
い
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
検
査

は
、こ
れ
ま
で
倫
理
的
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

新
し
い
装
置
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
安
も
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
早
期
の
肺
胞
上
皮
癌
の
検
査
や
大
腸

内
視
鏡
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
に
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
新
２
棟
地
下
に
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

「M
A

GNETOM
 Skyra

（
シ
ー
メ
ン
ス
）」
も
導

入
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
１・５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

装
置
を
隣
室
に
設
置
し
、
２
つ
の
装
置
を
効
率
よ

く
使
い
分
け
な
が
ら
、
精
度
の
高
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。

「
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
１・５
テ
ス
ラ
の
装
置
と
比

べ
て
全
て
の
面
で
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
り
質
の
高
い
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
も

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、特
に
安
全
性
に
関
し
て
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
対
応
の
体
内
医
療
器
具
が
、
３
テ
ス
ラ
装

置
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
安
全

性
の
観
点
か
ら
、
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
医
師
か
ら
の
オ
ー
ダ
に
よ
り
ま
す
が
、
現
場
に

い
る
診
療
放
射
線
技
師
の
判
断
を
優
先
で
き
る
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
」（
水
谷
氏
）

64 列 MDCT「Discovery CT750 HD（GE）」。低被ばく技術の導
入により、従来に比べて大幅な医療被ばく低減を実現。同院健
診センターで、早期肺がん検診や CTC（大腸内視鏡）検査など
への活用が期待されている

新
２
棟
建
設
を
機
に
、刈
谷
豊
田
総
合
病
院
で
は
、

放
射
線
科
に
新
し
い
装
置
を
多
数
増
設
・
更
新
し

た
。
放
射
線
科
の
概
要
と
新
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
、
放
射
線
科
統
括
部
長
の
水
谷 

優
氏
、
放
射

線
治
療
科
部
長
の
太
田
剛
志
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
。

水谷 優（みずたに・まさる）氏
1957 年愛知県生まれ。1983 年名古屋市立大医学部
卒。同年同大放射線医学教室入局。天理よろづ相
談所病院放射線科、名古屋市立大学病院助手、豊
川市民病院放射線科を経て 95 年名古屋市大医学部
助手。97 年より刈谷豊田総合病院放射線科部長。

い
た
建
物
改
修
は
完
結
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
―
以
前
か
ら
最
新
の
医
療
機
器
導
入
に
積
極
的

で
す
が
、
そ
の
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

当
院
は
企
業
病
院
と
い
う
資
金
面
で
恵
ま
れ
た

経
営
環
境
に
あ
り
、
な
お
か
つ
経
営
陣
が
理
解
を

示
し
て
く
れ
る
た
め
、
以
前
か
ら
装
置
を
導
入
し

や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
結
果
、
当
該
地
域

に
お
い
て
は
、
良
く
も
悪
く
も
医
療
機
器
が
当
院

に
一
極
集
中
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
患
者
さ
ん
も
集
中
し
が
ち
で
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ

Ｉ
に
関
し
て
は
新
２
棟
に
導
入
し
た
装
置
も
含
め

フ
ル
稼
働
中
で
あ
り
、
現
状
の
装
置
数
が
必
須
で

あ
る
の
は
確
か
な
の
で
す
。
そ
の
観
点
か
ら
い
え

ば
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
装
置
数
の
確
保
お

よ
び
拡
充
は
、
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
当
院
の
重

要
な
使
命
の
１
つ
と
い
え
ま
す
。

　

最
新
医
療
機
器
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
医
療
の

質
向
上
以
外
に
も
医
師
や
診
療
放
射
線
技
師
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
研
修
医
な
ど
人
材
招
聘
へ

の
ア
ピ
ー
ル
を
は
じ
め
、
い
く
つ
も
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
を
享
受
で
き
る
限
り
、
今
後
も
最
新

の
装
置
に
更
新
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
病
院
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

直
近
十
数
年
の
建
物
改
修
が
示
す
よ
う
に
、
当

院
が
今
後
、
診
療
の
柱
に
据
え
て
い
る
の
は
高
度

急
性
期
医
療
と
が
ん
医
療
で
す
。

　

高
度
急
性
期
医
療
部
門
に
関
し
て
は
、
医
療
法

人
内
に
後
方
支
援
を
担
う
慢
性
期
病
院
が
２
施
設

あ
り
、
完
結
型
の
病
床
機
能
分
化
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
こ
の
病
床
機
能
分
化
を
地
域

に
も
広
げ
、
当
院
が
そ
の
基
幹
を
担
う
高
度
急
性

期
病
院
と
し
て
機
能
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

高
精
度
・
低
侵
襲
を
実
現
す
る
た
め
、

64
列
Ｃ
Ｔ
や
３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
増
設

新
２
棟
オ
ー
プ
ン
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放射線治療装置「Tlirogy（VARIAN社）」。コーンビーム CT 機
能を搭載し、IGRT や IMRT といった高精度放射線治療を実施
できる。同院では、泌尿器科などと連携し、がん診療拠点病院
として放射線治療の充実化を目指している

健診センターに新設された
デジタル乳房 X 線撮影装置

「Selenia Dimensions」
（HOLOGIC 社製）。フラッ
トパネルによる低被ばく撮
影を実現、トモシンセシス
機能により、精度の高い乳
がん検診を実施している。写
真は同装置を背景に放射線
技術科副部長の桑山真紀氏

太田剛志（おおた・たけし）氏
1957 年愛知県生まれ。1983 年名古屋市立大医学部
卒。同市立大学病院等を経て、2003 年刈谷豊田総
合病院放射線科に入職。2014 年より放射線治療科
部長

　

放
射
線
治
療
科
部
長
の
太
田
剛
志
氏
は
放
射
線

治
療
の
現
況
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
科
で
は
、
年
間
２
８
０
～
３
０
０

人
の
新
規
患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
延
べ

７
４
０
０
人
程
度
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
頭

頸
部
の
腫
瘍
、
乳
腺
の
腫
瘍
、
泌
尿
器
科
領
域
の

腫
瘍
、
骨
の
疾
患
な
ど
を
主
な
治
療
対
象
に
し
て

い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
頭
部
領
域
で
は
定
位

放
射
線
治
療
に
よ
る
精
密
な
治
療
、
乳
腺
で
は
外

科
治
療
と
対
と
な
っ
て
の
乳
房
温
存
療
法
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
す
」

　

放
射
線
治
療
科
で
は
、
新
２
棟
建
設
に
合
わ
せ

て
放
射
線
治
療
装
置
を
更
新
。V

A
RIA

N

社
製

の
放
射
線
治
療
装
置
「Trilogy

（
ト
リ
ロ
ジ
ー
）」

を
導
入
し
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
を

実
施
し
て
い
る
。

「
当
院
は
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
が
ん
治

療
に
特
化
し
た
病
院
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
が
ん
の
根
治
だ
け
で
な
く
、
姑
息
的
治
療
も

脳
神
経
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
集
中
治
療
部
の

８
科
と
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、

連
携
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

画
像
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
こ
と
は
、
放

射
線
科
診
療
の
中
で
最
も
重
要
な
仕
事
の
１
つ

で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
持
つ
情
報
を
主
治
医
や
患

者
に
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ

れ
以
外
に
も
診
療
科
が
求
め
て
い
る
医
療
情
報

を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
画
像
作
成
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
し
、
逆
に
手
術
な

ど
の
診
療
行
為
に
関
す
る
情
報
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
、
画
像
診
断
領
域
で
の
新
た
な
知

見
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
科

の
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、

そ
の
結
果
、
多
く
の
医
師
と
放
射
線
科
医
が
良

好
な
関
係
を
構
築
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
２
０
１
５
年
度
に
は
、
泌
尿
器
科
、

放
射
線
治
療
科
、
放
射
線
診
断
科
、
病
理
診
断

科
と
臨
床
工
学
科
の
５
つ
の
組
織
が
デ
ィ
ス

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
鑑
み
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
よ
う
な
高
精
度
放
射
線

治
療
か
ら
術
後
照
射
ま
で
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
対

応
で
き
る
放
射
線
治
療
装
置
を
導
入
い
た
し
ま
し

た
。
新
放
射
線
治
療
装
置
は
、
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
（
イ
メ
ー
ジ
ガ
イ
ド
下
放
射

線
治
療
）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
Ｘ
線
照
射
に
関

す
る
照
射
後
の
検
証
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
従

来
装
置
と
比
べ
、
治
療
精
度
と
安
全
性
が
高
い
照

射
を
実
現
し
て
い
ま
す
」

「T
rilogy

」
は
２
０
１
５
年
３
月
よ
り
本
格
稼
働

を
開
始
。
現
在
は
習
熟
を
兼
ね
て
の
運
用
を
行
っ

て
い
る
。

「
放
射
線
治
療
科
で
は
、
他
の
診
療
科
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
に
根
差
し
た
放
射
線
治
療
を

今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。
装
置
が
新
し
く

な
っ
た
こ
と
で
、
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
な
ど
も
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
高
精
度

放
射
線
治
療
は
精
度
が
高
い
反
面
、
手
間
や
時
間

も
か
か
り
ま
す
。
姑
息
的
照
射
な
ど
も
重
要
な
診

療
で
す
か
ら
、バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
り
な
が
ら
、

よ
り
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
科
で
は
、
他
の
診
療
科
と
の
医
療
連

携
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
特
徴
に
挙

げ
て
い
る
。

「
放
射
線
科
の
特
色
の
１
つ
と
し
て
、
多
く
の

科
と
画
像
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
外
科
、

呼
吸
器
外
科
、産
婦
人
科
、小
児
科
、泌
尿
器
科
、

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
診
療
に
当
た
る
“
前
立

腺
ユ
ニ
ッ
ト
”
を
形
成
し
て
、
前
立
腺
が
ん
の

治
療
を
行
う
予
定
で
す
。
当
院
に
は
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
装
置
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
手
術
を

嫌
が
る
患
者
も
い
ま
す
の
で
、
患
者
の
意
向
を

尊
重
し
つ
つ
、
最
適
な
医
療
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
病
院
の
“
総
合
力
”
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
科
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
水
谷

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
今
後
、
新
し
い
画
像
診
断
の
た
め
の
部
屋
を

設
け
る
予
定
で
す
。
こ
の
部
屋
は
放
射
線
科
だ

け
が
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
診
療
科
の

医
師
や
研
修
医
な
ど
も
入
室
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
な
、
オ
ー
プ
ン
な
画
像
診
断
室
に
し
よ
う

と
計
画
し
て
い
ま
す
。
放
射
線
科
が
、
今
後
も

病
院
全
体
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
え
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

リ
ニ
ア
ッ
ク
「Trilogy

」を
導
入
。

Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
等
、高
精
度
放
射
線
治
療
を
推
進

放
射
線
治
療

刈
谷
豊
田
総
合
病
院 

放
射
線
技
術
科

検
査
の
質
の
向
上
と
診
療
放
射
線
技
師
の
育
成
を
推
進
し
、

新
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
活
用
し
て
予
防
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

モ
ダ
リ
テ
ィ
運
用
を
統
括
す
る
放
射
線
技
術
科
の

部
長
で
あ
る
玉
木 

繁
氏
と
、
同
科
顧
問
で
長
年

同
院
放
射
線
技
術
科
を
支
え
て
き
た
佐
野
幹
夫
氏

ら
に
、
放
射
線
技
術
科
の
概
要
と
新
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
活
用
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

放
射
線
技
術
科
は
、
２
０
１
５
年
４
月
で
診
療

放
射
線
技
師
が
59
名
（
分
院
６
名
含
む
）
在
籍
し

て
お
り
、
各
診
療
科
か
ら
依
頼
を
受
け
て
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
画
像
検
査
・
放
射
線
治
療
を
実
施
し

て
い
る
。

　

検
査
件
数
は
Ｃ
Ｔ
が
月
平
均
で
約
４
１
０
０

件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
約
１
７
０
０
件
、
Ｒ
Ｉ
関
係
が
Ｐ

刈
谷
豊
田
総
合
病
院

放
射
線
技
術
科
部
長

玉
木 

繁
氏

放
射
線
技
術
科 

顧
問

佐
野 

幹
夫
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

を
全
う
し
て
“
患
者
さ
ん
中
心

の
医
療
”
を
実
践
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
当
科
で
は
、
新
人
教

育
の
た
め
に
『
プ
リ
セ
プ
タ
ー

制
度
』
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

１
人
の
新
人
技
師
（
プ
リ
セ
プ

テ
ィ
）
を
１
人
の
先
輩
技
師
（
プ

リ
セ
プ
タ
ー
：
教
育
担
当
者
）

が
担
当
し
、
初
年
度
の
１
年
間

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
合
計
で
約
２
５
０
件

を
数
え
る
。
な
お
、
超
音
波
画
像
検
査
に
つ
い
て

も
、
放
射
線
技
術
科
が
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
科
で
は
、
近
隣
医
療
機
関
か
ら
の
委

託
検
査
を
精
力
的
に
受
け
付
け
て
お
り
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
委
託
検
査
は
月
に
４
０
０
件
に
お
よ
ぶ

と
い
う
。
ま
た
、
同
科
で
は
放
射
線
科
と
同
様
に

診
療
放
射
線
技
師
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
２
０
１
５
年
度
も
４
名
の
診
療
放
射
線
技
師

が
入
職
す
る
と
い
う
。
放
射
線
技
術
科
の
教
育
体

制
に
つ
い
て
、
同
科
部
長
の
玉
木　

繁
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
技
術
科
で
は
、
従
来
よ
り
“
患
者
さ
ん

中
心
の
医
療
”
を
実
践
で
き
る
組
織
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
姿
勢
は
、
当
然
新
人
技
師
に
も
求

め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
新
人
技
師
は
多
様
な
撮

影
業
務
の
習
得
に
加
え
、
先
輩
技
師
や
他
職
種
ス

タ
ッ
フ
と
の
人
間
関
係
の
構
築
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
を
持
っ
た
患
者
さ
ん
へ
の
接
遇
と
医
療
の
提
供

な
ど
課
せ
ら
れ
た
業
務
は
多
く
、
こ
れ
ら
の
業
務

で
技
術
や
知
識
の
習
得
、
患
者
さ
ん
を
迎
え
る
心

構
え
、
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
新
人
技
師
を
育
て

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
教
育
方
針
は
、
手
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
技
術
科
で
は
、
新
２
棟
オ
ー
プ
ン
に
伴

い
、
64
列
Ｃ
Ｔ
、
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

対
応
リ
ニ
ア
ッ
ク
な
ど
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
揃
え
、

さ
ら
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
健
診
セ
ン
タ
ー
に
も

多
数
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
新
モ
ダ
リ
テ
ィ
導
入
の
狙
い
に

つ
い
て
、
玉
木
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
２
棟
に
設
置
し
た
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
健
診
業

務
の
充
実
と
と
も
に
、
先
端
的
な
画
像
診
断
を
実

施
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
健
診
業
務

を
行
う
こ
と
で
装
置
の
稼
働
率
を
高
め
る
と
と
も

に
、
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
持
つ
先
端
技
術
を
活
用
し

た
診
療
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

放
射
線
治
療
装
置
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
や

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
放
射
線
治
療
が
可
能
な

装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
が
ん
診
療
拠
点
病
院
と

し
て
、
放
射
線
治
療
部
門
の
充
実
を
図
る
の
が
目

的
で
す
。
64
列
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
同
装
置
が
持

つ
低
被
ば
く
技
術
を
用
い
て
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
大
腸
内

視
鏡
）
や
早
期
の
肺
が
ん
検
診
な
ど
に
活
用
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
デ
ュ
ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
技
術
を

活
用
し
、
胆
石
や
腎
結
石
の
成
分
分
析
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　

同
院
は
、
新
２
棟
の
１
、２
階
に
は
健
診
セ
ン

タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
２
０
１
４
年
10
月
に

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
従
来
の
セ
ン
タ
ー
の
３
倍
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
女
性
専
用
の
エ
リ
ア
を
設

け
る
な
ど
、
特
に
女
性
受
診
者
に
配
慮
し
た
設
計

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
エ
リ
ア
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し
て
は
、
ト
モ
シ

ン
セ
シ
ス
機
能
を
搭
載
し
た
デ
ジ
タ
ル
乳
房
Ｘ
線

撮
影
装
置
「Selenia Dim

ensions

」（HOLOGIC

社
製
）
を
導
入
し
、
断
層
像
（
３
Ｄ
画
像
）
を
追

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
精
度
な
乳
が
ん
検
診

を
実
現
し
て
い
る
。
放
射
線
技
術
科
副
部
長
の
桑

山
真
紀
氏
は
、
同
装
置
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
は
被
ば
く
線
量
が
多
く
な
る

玉木 繁（たまき・しげる）氏
1956 年愛知県生まれ。1979 年東海医療技術専
門学校卒。同年刈谷豊田総合病院放射線科入
職。2002 年放射線科技術副部長、03 年放射線
技術科副部長。2014 年より放射線技術科部長
に就任

佐野幹夫（さの・みきお）氏
1953 年愛知県生まれ。1975 年東海医療技術専
門学校卒。同年刈谷豊田総合病院放射線科入
職。2001 年放射線科技師長、02 年放射線科技
術部長、03 年放射線技術科部長。2014 年より
同科顧問。現在、日本診療放射線技師会副会
長（2014 年〜）、愛知県診療放射線技師会会
長（2008 年〜）

3 テスラ MRI「MAGNETOM Skyra（シーメンス）」。特に頭部
領域、 骨軟部領域で高精度な画像診断を実現し、静音化機能や
広い装置の開口系径がゆとりのある検査空間を実現し、検査時
の苦痛を和らげると期待されている

他
の
診
療
科
と
の
連
携
を
積
極
的
に
行
い
、

病
院
の
「
総
合
力
」
向
上
に
貢
献
す
る

画
像
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
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医療法人豊田会
刈谷豊田総合病院
刈谷豊田総合病院は、刈谷市、高浜市お
よびトヨタグループ８社（豊田自動織機、
愛知製鋼、ジェイテクト、トヨタ車体、
豊田通商、アイシン精機、デンソー、ト
ヨタ紡織）からなる医療法人豊田会によ
り運営されている。新２棟のオープンに
より、病床数は 737床となった。刈谷市・
高浜市・知立市・東浦町・大府市の 4市
1町および、安城市・豊田市の一部を含
む半径 10 ㎞のエリアを診療圏とし、地
域住民とグループ各社で働く人やその家
族、約 60 万人にとって、医療的な拠り
所となっている。

理事長：豊田　鐵郎
住　所：愛知県刈谷市住吉町
　　　　5丁目 15番地
病床数：許可病床数 737床（一般病床
　　　　731床、感染症対策病床 6床）
職員数：1568 名（2015 年 4月 1日現在）

同院正面入口。同院は地域住民と企業の従業
員・家族から絶対の信頼を得ている

――リニューアルした健診センターの運営方
針についてお聞かせください。
　当センターは、豊田会関連の企業や地域
住民の疾病予防・健康増進のために設立さ
れた施設ですが、その幅広い受診者により
快適な環境で健診を受けていただくことをコ
ンセプトに昨秋リニューアルしました。特徴
としては、女性受診者に安心して健診を受
けてもらうための女性専用エリアを設けたほ
か、コンシェルジュのきめ細やかな対応に
よって安心でスムーズな健診をサポートする
ことが挙げられるでしょう。
　また、受付のときにロッカーキーの代わり
となる、ICチップを内蔵したリストバンドを
お渡ししますが、これが検査時の本人認証

の役割を果たします。IT技術を活用して最
短の受診ルートを案内する健診アシストシス
テムと相俟って、ストレスなくスピーディーに
健診が受けられる環境を整えています。
――女性を大きなターゲットとして捉えてい
ますが、どのようなお考えからでしょうか。
　特に企業健診においては、企業の社員だ
けでなく、その配偶者に受診していただきた
いと考えています。また、地域住民の皆さん
にも、より快適な健診を受けられる環境を
整備した点をアピールして、受診者を増やし
ていきたいですね。そのため、女性専用の
フロアを設けただけでなく、健診スタッフも
女性を多く配置しています。
――受診者数に関する目標と今後の展望に

ついてお聞かせください。
　新しい健診センターは、ハード面では従
来施設の1.5倍の受診者に対応できる設備
を持っていますが、人的リソースの面も考え
て、当面は受診者数年間20％増を目標とし
ています。
　人材確保については、特に婦人科や乳腺
の健診に対するスタッフを揃え、新健診セ
ンターが重点を置く女性受診者増に貢献し
たいと考えています。
　また、がん検診についても、腫瘍マーカー
や透視検査だけでなく、ＣＴＣ（大腸内視鏡）
など、さまざまなバリエーションのがん検診
を充実させていきたいと考えています。

刈谷豊田総合病院の総合内科部長 兼
消化器内科管理部長で、
2014 年 10月14日にリニューアルオープンした。
健診センターのセンター長に就任した中江康之氏に、
同センターの運営方針と展望について聞いた

I n t e r v i e w

刈谷豊田総合病院
健診センター長

中江 康之氏に聞く
なかえ やすゆき

と
言
わ
れ
ま
す
が
、『Selenia D

im
ensions

』
は

こ
れ
ま
で
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
自
覚
症

状
の
な
い
乳
が
ん
の
発
見
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
断
層
像
か
ら
再
構
成
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
擬
似
的
２
Ｄ
画
像
と
３
Ｄ
画
像
で
の
運
用
を

取
り
入
れ
、
被
ば
く
を
抑
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
乳
が
ん
検
診
に
は
有
用
な
モ
ダ

リ
テ
ィ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

前
任
の
放
射
線
技
術
科
部
長
で
、
現
在
顧
問
を

務
め
る
佐
野
幹
夫
氏
は
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の
モ
ダ

リ
テ
ィ
運
用
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
病
院
と
し
て
は
予
防
医
療
に
今
後
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
新
し
い

健
診
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
病
気
が
見
つ
か
れ
ば
即
治
療
に
取
り
掛

か
れ
る
、
と
い
う
病
院
併
設
の
健
診
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
利
点
を
生
か
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
健
診
は
た
だ
、
安
価
で
検
査
効
率
重
視
の
健

診
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
時
代
は

も
う
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
健
診
の
質

が
問
わ
れ
る
時
代
が
く
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
受

診
者
の
ニ
ー
ズ
の
半
分
が
女
性
で
あ
り
、
そ
の
対

応
に
今
回
女
性
フ
ロ
ア
を
整
え
、
放
射
線
関
連
の

全
て
の
検
査
や
診
察
に
お
い
て
対
応
（
女
性
診
療

放
射
線
技
師
で
の
対
応
）
し
て
い
ま
す
。
今
回
健

診
に
導
入
さ
れ
た
放
射
線
機
器
は
低
線
量
で
の
撮

影
・
検
査
の
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
よ
り
低
侵
襲

で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
適
合
し
た
健
診
セ

ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
」

　

放
射
線
技
術
科
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
玉
木
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
、
被
ば
く
低
減
に
対
す
る
患
者
の
ニ
ー
ズ

は
高
く
、
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
で
は
『
安
心

で
き
る
放
射
線
診
療
』
を
国
民
に
提
供
す
る
た
め

の
事
業
と
し
て
、
医
療
被
ば
く
低
減
施
設
の
認
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
同
認
定
施
設
は
全
国

に
44
施
設
あ
り
ま
す
が
、
放
射
線
技
術
科
で
は
、

こ
の
医
療
被
ば
く
低
減
施
設
の
認
定
を
と
る
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、

求
め
ら
れ
る
作
業
は
多
い
で
す
が
、
ぜ
ひ
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
健
診
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
肺
が
ん
検
診
や
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ

ク
な
ど
、
健
診
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

健診センター 2階の女性専用フロア。パウダールーム
も完備し、女性が安心して受診できる環境を実現




